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部活動報告

産業工学科　工場見学

地元最大手、（株）日進製作所で企業の仕組みと職業観を学ぶ

京都府内の大企業を体験し、進路選択の視野を広める

1年生

２年生

10月 25 日（水）に、産業工学科の 1年生 28 名が株式会社日進製作所を訪問し、

会社の誕生や歴史、会社組織、現在の自動車部品を中心とする最先端のものづく

りについて学びました。地元最大手の企業を見学するという機会に、生徒達から

は活発な質問が飛び交い、注目の高さがうかがえました。今回の経験を進路選択

に活かしていくことになります。

10 月 27 日（金）に産業工学科の２年生が、工場見学を行いました。午前中は、舞鶴のジャパンマリンユ

ナイテッド（株）を訪問し、午後からは、機械系統が（株）島津製作所へ、デザイン系統が大山崎山荘美術

館へ行きました。ジャパンマリンユナイテッド（株）では、大型のタンカーや貨物船の製造現場を見学し、

全員がその大きさに圧倒されていました。また、（株）島津製作所では、最先端の技術による様々な分析機

器を実際に体験させていただきながら、会社の製品やその製品がどれほど社会に貢献しているか学ぶことが

できました。デザイン系統の生徒は、落ち着いたたたずまいを見せる大山崎山荘美術館を思いおもいに見学

し、建物と絵画とがトータルにデザインされた独特な雰囲気を堪能しました。間近に迫った進路選択に影響

する、刺激的な一日になりました。
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造船の講義
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造船の講義

【生徒の感想】

■船が作られていく過程は、とても迫力があっ

　て壮大でした。時には命懸けの作業もあるの

　に他の作業と変わらずに淡々と進めていくの

　を見て、「かっこいい」と思いました。　　　

　（ジャパ　ンマリンユナイテッド）

■自分も苦しんでいる人が楽に暮らしていける

　製品を開発し、製造できる技術者になりたい

　と思っているので、多分野での資格取得を目

　指して頑張っていきたいです。（島津製作所）

■私の思い描いていた美術館とは、かけ離れた

　レトロな感じの落ち着いた印象のある美術館

　だったので、とても驚きました。建物の作り

　もそうですし、家具や美術館内の雰囲気もレ

　トロで、とても落ち着いて館内を見て回るこ

　とができました。（大山崎山荘美術館）

芸術鑑賞

11 月 6 日 ( 月 ) に、丹後文化会館で芸術鑑賞を行いました。今年は「ミュージカル KINJIRO ！～本当は

面白い二宮金次郎～」(わらび座 )を鑑賞しました。

銅像で有名な二宮金次郎ですが、今回のミュージカルは、大人になった金次郎＝二宮尊徳にスポットが当

てられ、尊徳が村などの財政を立て直していく、というのが主なストーリーです。「二宮金次郎が主役」と

いうとすごく真面目な劇なのでは、と思われるかもしれませんが、大筋では史実に沿いつつもあちこちで笑

える場面も用意され、わかりやすく肩がこらないものになるようによく工夫されている、という印象を受け

ました。また、芸術面でも、コミカルな場面から一転迫力のある演奏に移る緩急のある展開や、音楽のリズ

ムに合わせて効果的に使われる照明、そして何より歌いながらの踊りで、ミュージカルの魅力をおおいに感

じることができました。

近年では、スマートフォンや PC を使えば、わざわざ劇場まで足を運ばなくても

いろいろな劇団のパフォーマンスを気軽に動画などで見られるようになりました

が、実際に目の前で見る舞台には、画面ご

しでは味わえない、独特の熱気のようなも

のがある、ということを、生徒たちが今回

の芸術鑑賞で少しでも感じてくれていれば

うれしく思います。

「ミュージカル KINJIRO!　～本当は面白い二宮金治郎」「ミュージカル KINJIRO!　～本当は面白い二宮金治郎」

【バレーボール部】

　◆第 70 回全日本バレーボール高等学校選手権大会京都府予選　京都府ベスト 16

【女子テニス部】

　◆近畿公立高等学校テニス大会（大阪市）出場決定　森岡千怜さん（２年　弥栄中出身）

【ソフトテニス部】

　◆京都府高等学校ソフトテニス新人大会 (個人戦 )北部予選

　　男子　芦田尚樹さん (２年　大宮中出身 )・高杉亮亘さん (２年　大宮中出身 )　府大会出場

　　女子　谷口真生さん (２年　網野中出身 )・新谷悠莉さん (２年　弥栄中出身 )　府大会出場

　◆平成２９年度京都府高等学校ソフトテニス選抜団体戦　男子団体出場

【少林寺拳法同好会】

　◆京都府高等学校種目別選手権大会少林寺拳法競技 自由単独演武の部　

　　６位入賞　金森耀李さん（１年　峰山中出身）

【美術部】

　◆平成 30 年度第 37 回全国高等学校総合文化祭出品決定　梅田千咲さん（２年　峰山中出身）
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【生徒の感想】

■工場見学では、何よりも生産個数に驚いたし、その中でノルマを達成するため

　一生懸命に仕事をしている従業員さんはすごかったです。

■社会が求める人や日進さんが行っている仕事内容がよくわかりました。勉強も大

　切だけど、その他のことも両立する総合力が大切だと聞いてその通りだと思いま

　した。
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第 23 回　リーディングコンテスト入賞者

3 年生伝統文化事業科学の教室

第 30 回　丹後府立高校・与謝の海支援学校交流会

11 月９日（木）、10 日（金）に峰山高校伝統文化事業（茶道）を実施しました。これは、「京都にゆかりの

深い茶道の体験をとおして、日本・郷土の伝統文化を尊重する態度を育成し、伝統文化への関心を高めると

ともに豊かに生きる力を育む」ことを目的に、京都府の公立高校で実施されているものです。今年度も３年

生の３クラスが茶道を体験し、お茶の作法だけでなく「人をもてなす気持ち」を大切にすることを学びました。

10 月 28 日（土）に丹後の高校と支援学校の交流会が行われました。本

校からは、生徒会を中心に 37 名の生徒が参加しました。全体会では、ボラ

ンティア活動の意見発表などを行い、全体会後の分科会では、支援学校の

生徒たちと工作を楽しんだり、お菓子を作ったりして交流を深めました。

生徒たちは、障害を持つ同世代の高校生と交流する機会があまりなく、支

援学校での一日は、障害について考える貴重な体験となりました。

第 23 回　１年生 English Reading Contest

11 月 17 日（金）に１年生リーディングコンテストを行い

ました。各講座・クラスの予選で選ばれた 19 名の参加者が

課題文の中から選んだ作品を朗読し、発音・流暢さ・表現力

を競いました。

今年度も京都府教育委員会より、「府立高
校特色化事業」の一環として「グローバルネッ
トワーク京都」の指定を受けています。この
目的は「体験的・実践的学習と社会参画意識
を醸成するとともに、国際社会に貢献できる
リーダーを養成する」というものです。この
目的に添いコミュニケーション能力を伸ばす
取組の一環としてリーディングコンテストを
行っています。

課題文

【生徒の感想～茶道を体験して～】

■心がとても落ち着く講座で、日本の伝統文化である茶道を学ぶことができて良かったです。

■日本の伝統的な茶道を体験してみて、自分は礼儀や作法など全く知っていないことに気付き、そんな

　　自分が少し恥ずかしく感じました。少しでも知識を身につけられたことは、すごく貴重で大切なもの

　　となりました。日本人として誇りを持ち、世界へも発信していきたいと思いました。

■初めて茶道を体験して日本の文化や礼儀、感謝の気持ちやおもてなしの大切さを学ぶことができまし

　　た。一つ一つの動作は自分が普段しないことばかりでしたが、これから社会に出るにあたって、詳し

　　く知っていきたいと思いました。

◆「EURIKA!」

◆「The Princess on The Pea」

◆「The Monkey and 

　　　　　　the Crocodile」

◆「Coyote and the Trader」
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1 位   細見　亜朱里さん（峰山中出身）

2 位　中西　沙耶さん（峰山中出身）

3 位　橋本　怜奈さん（久美浜中出身）

4 位　平林　和奏さん（大宮中出身）

5 位　吉岡　蘭さん（弥栄中出身）

　　　村岡　鈴音（久美浜中出身）　　
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宇治キャンパスには化学研究所や防災研究所などの４つの

研究所などがあり、約 1800 人の教職員と大学院生の研究の

場です。最初に防災研究所地震予知研究センターで加納靖之

先生に『地震を知ろう、地震を測ろう』という講義をしてい

ただきました。次に各地の地震計のデータが集まるテレメー

ター室を見学しました。モニターにリアルタイムで表示され

る地震計の観測データを見て、地震研究の最前線にいること

を感じました。午後は各自パンフレットを見ながら関心のあ

る研究室を訪ね自由に見学をしました。

京都大学ウイルス･再生医科学研究所で、インフルエンザウイルスやエ

ボラウイルスの研究をされている武長さんに講義をしていただきました。

ワクチン研究の歴史と感染症が予防できる原理、ウイルス増殖のしくみの

解明により治療薬を作ることができることなど、感染症に関わる様々なこ

とを教えていただきました。研究者による様々な実験を通して病原体の真

の姿が分かり、その結果感染症の予防や治療が可能になり、医療に守られ

た今の社会が成り立っていることがよく分かりました。

④　京都大学宇治キャンパスを見学　～科学研究の現場を体験しよう！～
10 月 28 日（土）　／京都大学宇治キャンパス

■とても巨大な加速器や風洞を見学し大学の研究施設は規模がすごいと思いました。レーザーを研究し

　ている方は金属にレーザーで細い溝を何本も掘って色を付けるという研究をされていました。他の人

　がまだできていないことに挑戦しているのを知って見習いたいと思いました。（１年・男子）

【生徒の感想】

⑤　講演会 『ワクチンと治療薬の違い』
講師 : 武長　徹さん（京都大学大学院生命科学研究科・博士後期課程） 

11 月８日（水）15:50 ～ 16:50 ／本校 LL 教室

■これまで知らなかった医療の実態の一端が聞けてとても面白かったです。ワクチンと治療薬の違いだ

　けではなくて、話題の病気の内容まで聞けて病気に対する見方が分かりためになりました。国ごとの

　脅威に対する考え方の違いには考えることがありました。危険をどう捉えるかがこれからの問題点な

　のだろうと思います。（１年・男子）
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